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例  言

1 本書は平成 6年 3月 25日 か ら 6月 3日 の間に行 なわれた長野県小県郡真田

町大字長字四 日市に所在する四 日市遺跡 C地区の緊急発掘調査報告書である。   ´

2 本調査 は真 田町農業協同組合農機・オー トセ ンター施設の建設に伴 う事前の

発掘調査 として、真 田町農業協同組合 組合長 北島鯨波夫 の委託を受け、

四 日市遺跡 C地区の記録保存 を 目的 として真田町教育委員会が行なったもので

ある。

3 遺構の実測 は和根崎剛、川上麻子、田畑 しず子、柳沢和代が行ない、一部 を

(有 )写真測図研究所に委託 した。 トレースは川上麻子が行なった。

4 遺物整理・復元作業は和根崎剛、川上麻子、相馬敬子、田畑 しず子、

柳沢和代 、、横沢初枝 が行なった。

5 遺物 の実測・ トレース・版組は和根崎剛、川上麻子が行な った。

6 本文の執筆は和根崎剛が行なった。遺物の観察 も和根崎が行なった。

7 遺構・遺物の写真撮影は和根崎剛が行なったも

8 調査 に係る基準点測量 は (有 )写真測図研究所 に委託 した。

9 本遺跡 の遺物・実測図・写真はすべて真田町教育委員会が保管 している。

10 土層および土器の色調 につ いては「新版 標準土色帖  1993年版」を用 いた。

11 調査参 加者 (敬称略、五十音順 )

青木益繁・ 青木幸子・一之瀬貞美・大久保きよ・岡嶋庄平・海瀬昭子・海瀬徳子

・ 海瀬正之・草井やよい・ 関 口昭己・関 口敏子・関 口嘉弘・相馬敬子・田畑 しず子

・寺沢久吉・ 中村 いくよ・ 中村 さわ子・柳沢和代・山崎千秋・横沢初枝



12 本書が上梓 される までには非常 に多 くの方々や諸機関のご指導・ ご協力 を賜

った。以下 ご芳名 を記 して感謝 申し上げたい。 (敬 称略、五十音順 )

川上 元・川崎 保・ (株 )楠建設 0倉澤正幸・ 小平和夫・長野県教育委員会

文化課・ 町田勝則 0廣瀬昭弘

例

[遺構 ]

1 遺構実測図は原図 1/20、 縮尺 は原則 として 1/8と した。

2 遺構 の切 りあい、 または後世の攪乱等 によつて遺構のプラ ンが明確でない場

合 は破線 で示 した。

3 挿図中におけるス クリーン トーンは、下記のもの を示す。

遺構構築土

`多

%笏笏       焼土 総淋 締゛

[遺物 ]

1 遺物 は縮尺 1/4を 原則 とした。例外 はその都度提示 してある。

2 挿図中におけるス クリーン トーンは、下記のものを示す。

須恵器断面 彗器暑要薔11      黒色処理 事暮1難織難構
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調 査 に 至 る 経 過

真田町大字長字横尾及び四 日市では平成 5年度か ら 6年度にかけ、長年の懸案

であつた県営ほ場整備事業が実施 された。 これによ り18、 300ゴ の非農用地が設定

され、その一角に真田町農業協 同組合農機 。オー トセ ンター施設が建設 されるこ

ととなつた。建設予定地には周知 の四 日市遺跡が存在することが判 明 し、真田町

農業協同組合および、県教育委員会文化課 、町教育委員会によ り保護協議 を重ね

た結果、公共性 の高 い施設 の建設のため発掘調査のうえ記録保存も止むな しと判

断 しヽ建設 予定地 にかかる部分 について事業者である真 田町農 業協同組合 が発掘

調査費用を 100%負 担することで合意が成立 した。発掘調査 の期間につ いては、

平成 6年 11月 に実施 される上小地 区農協広域合併による「信州 うえだ農協」発

足 までに建設 したいという真田町農業協 同組合側の要望により、 6月 初旬 までに

調査 を終 了 し、終 了後す ぐに施設 を建設することとな つた。なお、調査に関 して

測量の委託 については遺構の測量 という専 門性 を考慮 し、町 と測量会社 との間で

契約を締結するということとな り、その費用については、委託金 として町に農協

が支払 うこととなつた。

1 調査の経過 〔抜粋 )

1

平成 6年度

1月 20日 付

3月 10日

3月 16日

3月 25日

文化庁長官あて文化財保護法第 57条 および 98条 による発掘

調査 の届け出。

真 田町農業協 同組合および県教育委員会文化課、町教育委員会

3者 による保護協議 。四 日市遺跡農協用地分 の発掘調査実施 およ

び費用負担者について合意。

発掘調査実施にあた り、真田町農業協同組合 と真田町教育委員

会の 2者 による細部の打ち合せ。

バ ックホーによる トレンチ調査 を開始、遺構が確認 される。
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4月  1日

4月  6日
～  8日

4月 11日

5月 11日

5月 20日

5月 22日

5月 24日

5月 25日

5月 26日

6月  3日

8月  1日 付

9月 26日

10月 31日

(委託者)真田町農業協同組合 組合長 北島 鯨波夫  と

(受託者)真田町長 若林 康朗 との間で発掘調査委託契約 を

締結する。委託金 3,458,000円 。

バ ックホーによる表土除去作業にかかる。

表土除去作業終 了。

鍬入れ式を行なう。人力による遺構検 出作業開始。

測量委託について  (委託者)真 田町長 若林 康朗  と

(受 託者)(有 )写真測図研究所 杉本 幸治  との間で委託契

約 を締結する。委託料 1,785,000円 。

現場作業、本 日をもって終 了。

以後、作業員 4名 にて遺物水洗等 の整理作業 を行な う。

現地説明会 を実施する。参加者 20名 。

測量委託  トータルステーション遺構測量実施。

測量委託 集石遺構の部分を手作業により実測 を行なう。

測量委託  ラジコンヘ リによる空 中写真撮影実施。

現地における作業すべて終 了。器材撤収。

発掘調査終 了届け等 を提出。

出土品が埋蔵文化財に認定 され、所有権が真田町教育委員会に

移管 される。

発掘調査変更委託契約 を締結。委託金1,785,000円 。

委託金請求書 を町か ら真 田町農業協 同組合 に提 出。

発掘調査報告書完成。発掘調査委託契約終 了。

2 発掘調査の体制

調 査 団 長 真 田 町 農 業 協 同 組 合組 合 長 北島 鯨波夫

真 田 町 教 育 委 員 会教 育 長 三井 俊男

参   与 真 田 町 農 業 協 同 組 合副 参 事 清水 俊治

企画総務課長 若林 幸正

庶   務 真田町農業協 同組合        岡鳴 庄平

事 務 局 真 田 町 教 育 委 員 会教 育 次 長 芳沢 孝夫

社会教育係長 神林 信義0成 6年 3月 31日 まで)

-2-



真田町教育委員会  社会教育係長 荒井今朝信 秤成6年期 1日 から)

社会教育係  小宮山治仁

調 査 主 任           社 会教育係  和根崎 剛

調 査 員           社会教育係  川上 麻子

3 発掘調査経費の内訳 (概算 )

発掘調査費総額      5,000,000円

内  訳 金 額

発掘作業員賃金 2,400,000

測   量 1, 785,000

消 耗  品 200,000

バ ックホーエ事 500,000

そ の 他 115,000

合   計 5,000,000
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2 遺 跡 周 辺 の 環 境

1 地理的環境

真田町は長野県の北東部に位置 し、町の東側は群馬県嬬恋村 と県境 を接す る。

総面積 は181。 90晰 を有 し、北東 には四阿山 (2332。 9m)0根 子岳 (2128m)が 連

な り、町の大部分 を山地が 占めている。山麓の菅平高原 に源 を発する神川沿岸に

は谷平野が発達 している。四阿火山群 を形成する四阿山 0根子岳 と四 日市遺跡の

位置する神川右岸に分布するローム層 との関係は未だ判明 して いない。なお、古

墳時代後期 の集落遺跡 である境 田遺跡の存在する神川左岸の下原地区には、巨大

な レキを含 んだローム層が広が つてお り、土石流などによる二次堆積のローム層

である可能性がある。なお、菅平高原 は夏のラグビー合宿、冬 のスキーで有名で

ある。

四 日市遺跡の位置す る横尾・ 四 日市地区は、神川の堆積平坦面上にある。上田

市 との境界付近で神川 と合流す る傍陽川や洗馬川の扇状地面 とも接 してお り、広

く開けている地域である。町役場、町民 グラン ド、体育館、真 田中学校 といつた

施設が集 中 し、これ らの建設 当時か ら付近一帯に遺跡が存在す ることが知 られて

はいたものの、十分な調査が行 なわれていたとは言いがた く、遺跡の概要等につ

いては不明な点が多かつた。平成元年度になつて役場庁舎の新築に係 り四 日市遺

跡の一部が発掘調査 され、縄文時代 中期及び平安時代 の集落の存在が明らかにな

り、この発掘調査が契機 となって横尾・ 四 日市地区の遺跡の重要性が改めて認識

されることとなつた。なお、本遺跡 は現在 の集落の中心か らやや南に外れた神川

右岸の河岸段丘端 に位置 している。近年、団地造成や大規模ほ場整備事業 によつ

て開発が急速 に進んでお り、埋蔵文化財保護の現状は決 して良好であるとは言え

ない。

2 歴史的環境

真田町は真田氏発祥の地 として知 られる。また、群馬、松代への交通路 しての

役割は大 きく、原始・ 古代においても交通の要衝 として重要な場所であつた と思

われる。当町の歴史 を考える場合 にはこの点を踏 まえておく必要があろう。

原始・古代 を概観 してみよう。菅平高原 の遺跡につ いては小原 等氏によつて
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早 くか ら注 目され、資料が蓄積 された。小原氏の地道 な研究活動に対 して深 く敬

意 を表 した い。旧石器時代の遺物 は菅平小 中学校敷地遺跡、唐沢 B遺跡等か らの

出土が知 られている。学校敷地遺跡 出土の石器は東山系文化に属するもの と考 え

られている。 また、唐沢 B遺跡 は神子柴型石斧を出土 した遺跡 として著名 である。

なお、四 日市遺跡の位置する平野部では、旧石器時代 の遺跡は発見 されて いない

が、先述 した境 田遺跡か ら黒耀石製の槍先型尖頭器が 1点出土 している。 ローム

層上部か らの単独出土 で、ロームが二次堆積の可能性 があるので、高地か ら移動
.し

てきたものである可能性が強 い。

つづ く縄文時代になると菅平高原の東組 E遺跡、石戸山A遺跡な どに草創期・

早期の生活 の痕跡が認 められる。菅平地 区では過去に何度か発掘調査が行なわれ

たが、押型文系土器の出土が見 られ、それに伴 う石器 も多数見つかつている。 し

か し、住居址の検出には至 つて いない。前期 になると平野部でも遺跡の数 が増 え、

四 日市遺跡 で花積下層式～諸磯 式併行期の資料が見つかつている。住居址 も検 出

されてお り、注 目され る。四 日市遺跡は中期終末期の加曽利 E式土器・唐草文系

土器の共伴 する時期が最盛期で、敷石住居 tlLが みられ、典型的な柄鏡型住居址も

検 出されて いる。該期 の浅間山山麓には四 日市遺跡 をは じめ、小諸市の郷土遺跡、

東部町の久保在家遺跡 といつた同時期 の大 きな集落が分布 してお り、ひ とつの文

化圏 として捉 えられる可能性 を秘めている。土器様相 には八ケ岳山麓に展 開する

曽利式土器 の影響もうかがえ、興味深 い。後期の遺跡 は雁石遺跡が知 られ、称名

寺系の大深鉢や亀形土製品、土製耳飾、石棒な どの出土をみた。中でも亀形土製

品は墓域か らの出土 という点で貴重な例である。土笛 としての機能が推定 され、

中空で腹部 に穴が 2つ 開いている。晩期 の遺跡については菅平 の唐沢、陣の岩 と

いつた岩陰遺跡から土器、石器 とともに骨角器及び動物遺存体 の出土が知 られて

いる。また、平野部の境 田遺跡か らも氷式土器の深鉢 の破片が出土 している。

弥生時代 の遺跡はキャンプサイ トとして前述の岩陰遺跡 と若干が知 られ るのみ

で、竪穴住居址については検出例がない。 また、遺物 についても岩陰遺跡 を除 く

と、後期 の箱清水式土器の破片が散在的に見 られる程度であ り、水稲耕作 を基盤

とした集落 の存在は疑間である。

古墳時代集落が展開するのは後期の鬼高式期になってか らである。後期 円墳の

典型である藤沢古墳や本原地区の多数の小円墳 と時期 的に一致する。近年、四 日

市や境 田遺跡で住居址 の検出例 が増 えている。境田遺跡では石製模造品が出土 し

た。当時の集落規模及び経営基盤については不明であるが、耕地拡大の動 向とあ

わせて検討課題である。
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奈良・平安時代の様相については四 日市や境 田遺跡 で平安時代の集落址がみつ

かっている以外は、断片的な情報 しかない。 しか し、おそらく平安時代 になると

大規模かつ長期的な集落が平野部 には散在 していた と思われる。四 日市では墨書

土器が多数 出土 してお り、今回、鍛冶製鉄遺構が検 出された ことと併せて、注 目

したい。
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調 査 の 概 要

1 遺跡および調査対象地点の概観

本遺跡は神川右岸の河岸段丘上 に位置 し、調査対象 となつた地域は水 田、畑 と

して利用 されていた。 この場所 に遺跡の存在が明らかになつたのは横尾地 区県営

ほ場整備事業に係る試掘調査の際である。平成 4年度 に行なわれた試掘調査では

縄文時代前期土器、石器、平安時代土器、および住居址に伴 うものと推定 される

カマ ドが検 出されている。また、平成 5年 度には今 回の調査対象地から北西に 3

00mほ ど離れた「四 日市遺跡 A地 区」の発掘調査が行なわれ、縄文中期終末、

古墳、平安時代の遺構・遺物が出土 している。このような情報 か ら推察するに、

今回の発掘対象地点においても広域かつ幾多の時代にわたる遺跡の存在が推定で

きた。

調査対象面積 は約 3, 500ゴ であつた。調査区の大部分は水田であつたため、

遺構の遺存状態はかな り悪 いもの と推定された。緩 い傾斜地 を切 り土、盛 り土 し

て水田を造成 した らしく、調査 区北東部では耕作土直下にローム層が現われた。

壁 を失 つた住居址も検 出され、多 くの遺構 が削平によつて破壊 されたことが推察

できる。

2 調査の方法

四 日市遺跡は以前か ら周知 されており、過去にA地 区で 2度 (平成元年度 05

年度)の 発掘調査が行なわれ、縄文時代中期最終末 と平安時代 (10世紀 )の集

落址が確認 された。敷石住居址 (柄鏡型住居址)が発見 された り、平安時代の一

括資料が検 出されるな ど、成果 をあげた。今回の発掘箇所は 4年度の トレンチ調

査の際に発見 され、「四 日市遺跡 B地区」 として新たに認識 された。 B地 区につ

いては平成 6年 9月 か らほ場整備 に伴 う調査が予定 されてお り、便宜的に今 回調

査する農協施設用地 に対 して仮 に「四 日市遺跡 C地区」 という名称を与え、調査

を実施することとした。今回の発掘対象地 は表採調査や前回の トレンチ調査の結

果から縄文時代前期 と平安時代 の遺構の存在が予想 された。 しか し、水田部分の

遺構の状況が明確でなかつたため、遺構の存在 と土層 の堆積状況を確認すること

が先決 とな った。そこで調査区全域に任意 で lm幅の トレンチを掘 り、おおよそ

3
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の遺跡の性格 を把握 した うえで面的な調査 に移ることにした。 当初、水 田部分は

遺構の存在 について否 定的な見方をしていたが、 トレンチ調査 の結果、水 田部分

でも遺物包含層が確認 され、黒色土層 (I層 )内 に遺構の存在が予想 されたため、

急きょ調査 方法 について再検討 を行い、調査区全域について耕作上 のみを重機 で

取 り除き、以下 は人力 による調査 を行なうこととした。

遺構、遺物の図化、プロッ トには国土座標 に基づいて測量基準点 (ベ ンチマー

ク)を 設定 し、光波測定器 を用 いた トータルステーシ ョン測量 を行なつた。カマ

ドや図化の必要な遺物 については簡易遣 り方を用 いた。

遺構 は記号化 し記録 、整理の便 を図つた。標記 はアルファベ ッ ト2文字 を組合

せ、時代 に係わ りな く、性格 ごとに発見 (認定)順に付け与えた。この標記方法

は遺物の注記 まで生か したがt報告では記号化 を避けた。

上記以外 は、遺跡の性格 に係わ らない一般的な方法 をとつている。

3 調査経過

発掘調査 は平成 6年 3月 25日 か ら 6月 3日 まで行なつた。

遺構の存在 を確認す るため、幅 lmの トレンチを任意で 8本設定 した。 3日 間

にわたつて行 い、終 了後、調査方法を検討 した上で面的な調査 に移 つた。

重機 による表土剥 ぎ作業 を行な う一方で、作業員による遺構検出作業 を併行 し

て行なった。調査 区が広大なため、ある程度の遺構が見つかつた段階で各遺構の

調査 を行 い、これを繰 り返 した。 しか し、ほとん どの遺構がローム層 まで掘 り込

んでいないという状況 のなかで、平面プラ ンの検出が難 しく、多 くの遺構 で壁面

をとば して しまうという失敗をした。そのため、遺構 のプラン・床面を未確認 の

まま掘 り
~下

げて しまつた可能性がある。

このような状況のなかで、時間は無情 にも過 ぎ去 り、遺構の存在の可能性 の薄

い調査区北東部分の調査 は断念せざるをえなかった。 また、農協側のご厚意 によ

り、調査期 間を若干延長させていただいたものの、すべての遺構について綿密な

調査が出来 た とは言えず、止む を得ず、遺物のみを取 り上げて終 了した遺構もあ

る。

5月 下旬 に入 り、遺構測量、写真撮影等 を行 い、 6月 3日 現場における作業 を

終 了した。以降、整理作業、報告書作成 を行なった。
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4 遺構・ 遺物の概観

今回の調査 で縄文時代早期末頃のもの とみられる蛇紋岩製の小形磨製石斧が見

かっている。該期 の遺構は確認 されていな いが、何 らかの生活 に関わる行為があ

ったことが推定できよう。また、縄文時代 中期 の遺構 、遺物が見つか り、小規模

ながらも生活 の痕跡があつたことも窺える。だが、集落 として大きく展開す るの

は縄文時代前期 と古墳時代後期 及び平安時代である。

縄文時代前期の遺構 は住居址 2棟 と土拡 1基 を検 出 した。そのうちの住居址 1

棟 は関山式併行のもの と考 えられる。遺物包含層か らはおびただ しい数 の土器片

・石器が出土 している。時期的には前期がほとんどで、中期の遺物がわずかなが

ら混 じる。

弥生時代 の遺構・遺物 は皆無 である。

つづ く古墳時代につ いては住居址 と考 え られる遺構 が 2棟確認 されたが、遺物

の量もきわめて少ない。土器の特徴 か ら後期鬼高式期 の住居 と考 えられ、A地 区

で検出された住居址 と同時期のものである。ただ し該期 の遺構 の密度がきわめて

小 さく、A地区および C地区は集落の中心部を形成 していた とは考 えにくい。

平安時代 については住居 tlL 8棟 を数える。調査区全体 に散在 してお り、比較的

まとまうた集落が経営 されていたことが推定できる。 また、小鍛冶遺構が 1基確

認 されてお り、集落経営の面か らみて興味深 い資料である。また、住居址内か ら

良好な一括資料 を得て いる。

これ以後 の様相につ いては情報が少な く、詳細は不 明である。ただ、調査 区の

東端 に観音堂があつた という古老の証言が あり、以前 その場所か ら耕作中に懐 中

にいれて持ち歩 くための観音像 が出土 した という。「四 日市」 という地名の とお

り、中世以後、人々の活発な往来があつた ことがうかがえ、周辺には馬頭観世音

な どが多 く見 られる。

5 基本層序      ‐

最も多 いところで 4層 に分層できた。 O層 が表土な いし耕作土、 I層 (黒色土 )

とⅡ層 (暗褐色土)は堆積腐食土層、Ⅲ層がローム層 となる。水田部分において

は耕作土直下 に 2～ 3 cm程 度の溶脱層が入 る。場所によつて異なるが I層 および

Ⅱ層は 20～ 3 0 clnの 層厚があつた。調査 区北端および南端ではⅡ層に人頭大の

レキが含 まれる。古墳・平安時代の遺構は I層上面か ら、縄文時代の遺構は Ⅱ層
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上面か ら掘 り込んでいる。縄文包含層は I層 である。先述 したように調査 区内は

削平によつてかな り土が動 いてお り、部分 的に I層 を欠 いているところもある。

調査 区南端か ら自然流路の痕跡 を確認 した。平安時代の住居址が流路 を形成す

るレキの上部 に作 られ ている例がみ られるので、それ以前の産物であるといえよ

う。なお、隣接する B地区か らもこの自然流路 の一部 が検出されている (調査中

の B地 区における切 り合 い関係か ら古墳時代後期 よりも前のものであることが判

明 した )。 Ⅱ層 に含 まれるレキはこれに関連するものである可能性がある。 自然

流路の中央 には人頭大 の大 きな石が含 まれるので、小川程度のものとは考 えにく

い。

かな り大きな石を含む

0層  7. 5YR3/4 褐色

10YR3/2  黒褐色

I層  10YR1/2 黒

Ⅱ層  10YR3/3  暗褐色

皿層  10YR4/6  褐色

溶脱層 5YR4/8  赤褐色

平安住居址フク± 10YR2/1
・ しまりあり 。

水田耕作土・粘性あり。しまりあり

畑耕作土・粘性なし 。しまりややあり

遺物包含層 。粘性ややあり。しまりあり

粘性あり。しまりあり

ローム層・粘性なし。しまりあり

黒 炭化物及び焼土粒を含む 。粘性あり

湿つた感じの土

四 日市遺跡 C地 区基本土 層図

-10-

第 1図



6 検出された遺構・遺物

四 日市遺跡 C地区で検出された遺構 遺物は以下の とお りである。

圧遺構 ]

縄文時代

古墳時代

平安時代

時期不明

[遺物 ]

縄文時代

古墳時代

平安時代

住 居 址  2棟

土  鉱   1基

配石遺構   1基

住 居 址  2棟

住 居 址  8棟

小鍛冶遺構  1基

集石遺構   2基

河 川 址  1条

土  拡   7基

配石遺構   1基

縄文土器

石  器

土 師 器

土 師 器

黒色土器

須 恵 器

軟質須恵器

灰釉陶器

土 製 品

石 製 品

鉄 (製品 )

貨  幣

前期 (羽状縄文系土器)～後期土器

石鏃・石匙・打製石斧・磨製石斧・

石皿・す り石

不・小型甕

不・甕・塊・甑 0皿・盤・手捏土器

不

不・不蓋・甕

不

不

フイゴ羽 口・土製紡錘車

砥石

鉄鏃・錠・ 鉄鎌 0不 明鉄製品・鉄滓

種別不明
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4 調 査 の 結 果

今回の発掘調査では住居址  (縄文前期 2、 古墳 2、 平安 8)、 土拡 9(縄 文

前期 1、 時期不明 8)、 小鍛冶遺構 1基、集石遺構 2基 (平安 1、 時期不 明 1)、

配石遺構 2(縄 文中期 1、 時期不明 1)を 確認 した。出土 した遺物はコンテナ箱

20箱相 当にのぼる。以下、時代 ごとに調査の結果 について記述する。

1縄 文 時 代

今回の調査 で確認 した縄文時代の遺構は、前期につ いては住居址 2(関 山式期

1・ 長野県史編年東信第 I期 1〔以下東信第 I期 と略す〕)土鉱 1(東信第 I期

)、 中期 は配石遺構 1基である。

関山式期 の住居址 は一辺が 4m× 3m程 の長方形 プランを呈 し、中央部 に炉の

痕跡を認める。住居内 ピッ トは 6基のみ確認できた。住居内には多量の石 が投げ

込 まれている。土器および石器の出土が多 く (磨製石斧、石匙 2、 石鏃、石皿 2、

す り石等 )、 当時の道具のセ ッ トを復元できる好資料 となろう。  (
東信第 I期の住居 は径 3mほ どの円形 プランを呈す る。ビッ ト8基を確認 、う

ち最も大きな 1基か ら羽状縄文が施文 された深鉢が倒置 した形 で検 出された。

土鉱 には羽状縄文の大破片が埋設 されていた。それ以外 には特記できる遺物 は

出土 していない。

中期の遺構 は土器の埋設 された配石が検 出されたのみである。埋設土器 は底部

を欠失 し、 日縁部も失 つているが割れずに形の残 つている個体 である。配石 は一

辺が 20～ 3 0 cIIlの 平石 を 70× 3 0 clll程 の長方形 に組んだもので、長軸 は北西

方向を向き中央ょりやや北西寄 りに土器が埋設 してあ つた。遺構の性格につ いて

は今のところ検討中であるが、墓装 である可能性は少ないと思 われ、水田造成時

の攪乱によ り、床 を欠失 した住居址である可能性が高 い。 しか し、焼土が検 出さ

れなかった ことや、埋設 されていた土器が炉体土器 とは考えに くい大きさである

点な ど、検討すべき材料が多 く、ここでは断定は避 けたい。

縄文時代の遺構は以上であるが、出土遺物が多量であることや、紙面や時間の

制約上、今 回の報告では縄文時代遺構の報告は割愛 させていただきたい。 これに

ついての批判 は甘ん じて受けた いが、平成 7年度に発掘調査す る予定の隣接 区 (
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D地区)の 報 告書 「四 日市遺跡 Ⅲ」で遺構・遺物実測 図等紹介 した いと考 えて い

る。

2古 墳 時 代

古墳時代 のものと推定 される遺構 は住居址が 2棟検 出された。 うち 1棟 か らは

石組みの大型の煙道が出上 した。両住居址 は規模・構造 に違 いはあるものの後期

鬼高式期の所産であろうと思われる。北西 に 300m程 離れた A地区でも同時期

の住居址が 2棟確認 されてお り、関連が うかがえる。

①  13 号 住 居 址

カマ ドと思われる石組みを検 出 したのみである。遺構であることに気付 くのが

遅れ、平面 プランはまつた く確認 できなか つた。 しか し、カマ ドらしぃ石組 み、

および周辺 か ら完形土器を検出 した ことにより、住居 llLと 認定 した。出土 した土

器は不 2点 を数 える。 また、取 り上げた時 は遺構外 と したが、完形 の古墳時代の

小型壷甕が 1点 出土 した。出土地点が近 いため、おそ らくこの遺構 に伴 うもの と

推定される。住居址の時期 は土器の特徴か ら古墳時代後期鬼高式期 である。

②  15 号 住 居 址

石組みの煙道が検 出された大型の住居址 である。

主軸長 7m、 副軸長 6mを 数 える。床面 は全面が堅緻面 となつてぃた。壁高は

2 0 clnを 計 る。周溝 は確認 できなかった。

カマ ドは北向きに位置 し、主軸方向と若干ずれて作 られている。立石 と粘土構

築材の一部 を確認 し、焼土 とにぶい黄褐色の灰層がみ られた。煙道 は長軸が 36

5mあ り、平 らな石 を側溝状に立てて作 られている。煙道につ いては本来 は石の

蓋がついて いた と考え られるが、水 田耕作土直下か ら検 出されたため、耕作 によ

つて失われた と思われ る。 また、 トレンチ調査の際に一部 を破壊 した。

ピッ トは 2つ が確認 されたが、後世のカクランによるもの と考えたい。

遺物 は少な く、床面から甕 1点、小型甕 1点、覆土 中か ら鉢 1点 を検 出 した。
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3平 安 時 代

平安時代 の遺構は住居址 8棟 、小鍛冶遺構 1基、集石遺構 1基を検 出 した。遺

構の覆土は一様 に粘気の強 い湿 つた感 じの黒色土が堆積 していた。住居址 につい

ては規模、構造 に若干 の差異 はあるものの、概ね 10世紀代の初産であると考え

ている。ただ し、集石遺構 につ いてはそれ らよりも若干の古 い年代 を与えた いと

思 う。昨年調査 した A地 区か らも 12棟 の平安時代 の住居 tlLが 検 出されているが、

一連の集落 と考 えたい。

今回は紙面や時間め制約上、主だった遺構の報告のみにとどめ、残 りはのちの

機会に改めて報告することとしたい。

① 4号 住 居 址

比較的遺物がまとまつて出土 した遺構である。壁面 の検 出が遅れ、一部で壁 を

破壊 して しまつた。床面積 3m× 3m程度 の住居が想定 される。壁高は最も残存

していた部分で 2 0cmを 計る。床面 は全体 の 2/3が 堅緻面 となっていた。周溝

は確認 できなかつた。

付属施設 はカマ ドとピツ ト3基 を確認 した。カマ ドは東側に位置 し、 ソデを構

築 していた と推定 される立石 と焼土 を確認 。粘土 と煙道 は検 出できなかった。 ピ

ッ トmlは 鍵穴状 を呈 し、底部 か ら不の破 片が 1点出土 した。

遺物 は不 19点 (土 師器 3、 黒色土器 12、 軟質須恵器 4)、 皿 1点、坑 1点、

甕 1点、小型甕 1点 を検 出した。 うち不の 1点 は墨書土器で判読不能であるが文

字が 1字書 かれている。 この住居址出土の不の底部は回転糸切 りの後、手持ちヘ

ラ削 りによつて底部及びその周辺 を調整する例がおおい。

また、カマ ド内か ら鉄製刀子 の破片が 1点 出土 して いる。

②  17 号 住 居 址

焼失住居址 と思われ、完形土器が多数 出土 している。

一部 を トレンチ調査の際に破壊 して しまつたが、一辺 3.5m程 度の方形プラ

ンを想定できる。床面 はほぼ全面が堅緻面 となってお り、炭化材 と焼土が散在 し

ていた。壁高は 4 0cmを 計 る。周溝 は確認 できなかった。
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カマ ドは東側に位置 し、立石 と焼土 を確認 した。粘土構築材 および煙道 は検 出

できなかつた。ピッ トは 3基、 うち 1基の底部から不が 1点 出土 した。

遺物 は不 10点 (土 師器 8、 黒色土器 2)、 皿 3点 、塊 1点 、鉢 1点、盤 2点

が出土 した。底部に回転糸切 り痕 を残すものが多 い。不のうち 1点 は胴部が直線的

に立ち上がる器形の特徴的なものである。

また、カマ ド内か ら鉄鏃が 1点検 出された。

③ 小 鍛 冶 遺 構

鍛冶炉 と推定 される遺構が 1基検 出された。確認 された部分 は炉壁の一部 と着

装 されたままのフイゴの羽 口 2本である。周辺か ら鉄滓が多量 に見つかっている

が、球状鉄滓ではないので鍛冶炉 と推定 した。また、鉄滓 中に木炭 と推定 される

植物の組織 が混入 して いるものもあった。時期決定のできる遺物 はないが、炉 の

形状、中世 の生活址が検 出されていないことな どか ら平安時代 のものと考 えたい。

なお、 この遺構か ら3mほ ど離れた地点か ら鉄鏃が 2点 まとまって出土 してお り、

関連が注 目される。 また、集石遺構 2と したものが近接 して存在 してお り、集石

の一部 に火 を受けた痕跡がある ことや、周囲 3～ 4mの 範囲にわたつて焼土が検

出されたことを考える と、小鍛冶遺構 との関連もあるかも しれない。

④ 集 石 遺 構 3

人頭大の 自然石 を楕 円形 に集 めて作 られている。穴 を掘 つて投棄 したという感

じはな く、石 を小高 く積んでケル ン状になっていた と推定できる。周辺か ら須恵

器不 3点が検出された。土師器 の破片は皆無であつた。遺物の時期 については、

他の住居址 の遺物 よりも若千古 い年代 を与えてもよさそうである。この遺構の性

格については発掘結果 か らは何 とも言えないが、須恵器不の底部のみを残 し、意

図的に高台部分 と口縁部分 を欠失 させたものが、集石 の傍 らに置かれた状態で出

土 してお り、興味深 い。また、須恵器のみの出土 というのも考 えさせ られ る。ま

た、集石のひ とつに加工がみ られた。祭祀的な性格 を考 えるのは性急であろうか。

-15-



Ｎ

Ａ

Hト レンチ

Gト レンチ

F lvv+

Elvv+

■7号住居址

・15号住居址

0

6号住居luL

BYVv+

Aト レンチ

集石遺構2

級

°

九

ヵクラン

■9号住居址

♂

小鍛

4号住居址

6号住居址

Э
3号住居址

8号住居址

■号住居址

第 2図 四 日市遺跡 C地区遺構全体図 1/300
-16-



Ｎ

Ａ

辣
睾
鍮

2(m)

/

第 3図 13号 住居址実測図

第 4図

2

13号 住居址出土遺 物

1    (114)   10Cm

実測図

♀    (114)   10響

15号住居址出土遺物実測図第 5図

-17-



゛
▼

15号住居址

16号住居址

カクラン

4 6YR5/8 明赤II色

第 6図   15号 住居址実測 図

-18-



い
０
「
い
０
　
０
■
潤
牌
　
引
眠
　
劇
卑
憮
雷
　
∞お
〓
口
　
０

2(m)

第 7図 4号住居址実測図

＼
4

1 (11.4) lICm

4号住居址出土遺物実測図 (1)第 8図

-19-



＼

11

4号住居址出土遺物 実測図

10

第 9図

・111ヽこ二三二三二I]をI][:IIII[IIII]′
IIIII]曰E三二三二IE〕】

=菫

ン

12

1 (li4) 10Cm

(2)

17号住居址実測 図

-20-

第 10図



2.5YR1/2 晨

|

第 11図 17号住居址カマ ド実測図  (S=1/30)

13

Ａ
颯
Ψ
И
Ｖ
‐

17号 住居址 出土 遺物実測図

14 ユ」

粘性あ り しまりあ り 炭化物・燒土数を含む
粘性ややあり しま りあり

115サ :夕 :〕 [」1::あ
L「晨齢を含む

♀ (114) 10Cln

第 12図

-21-



Ｎ

Ａ

、○ 兆
Ca

小鍛冶遺構

θ

噺
ο

第 13図  小鍛冶遺構・集石遺構 1実測図

小鍛冶遺構出土遺物実測図

-22-

∴
ハ

場

調

リ

ーー

＝

Ｕ

Ｉｌ

ｏ

３

♀ に
1の Tm

第 14図



Ｎ

Ａ

2(m)

第 15図   集石遺構 2実測図

1       4

Ocm

集石遺構 2出土遺物実測図

-23-

カヽ

l■

′

う

、_/ノ
ノ

)

V
て フ

2

第 16図



《I

第 17図

o                    5cln

四 日市遺跡 C地区出土鉄製品集成図 (S=2/3)

-24-



や

選

。Ю
黙
想
ぺ
や
コ
典
翠
よ
撃

′
ひ

鵜
）
ｏ
後
К
後
引
撃
Ｎ
ヽ
ご
ム

。■
轡
Ｓ

，
嘲
ｅ
Ｓ

興
電
製
ｅ
や

。製
黙
£
≪
）
ｏ
↓
せ
眸
蔓
通
翻

。製

黙
相
鵬
選
粂
本
ざ
べ
劇
恒
塁
副
Ю
慕
側
製
理
Ｎ
旧
Ｋ

受興pe
(製
ee
製や
D。
羅製
響く
押£
口《
奎V
副 0
(→ 。
長 23
相眸轟
製昴ヘ
理通つ
測測嘲
旧 。C
K(S

。
Ю
黙
相
摯
）
ｏ
↓
せ
Ｈ
評
引

。型
Ｄ
朧

響
押
測
測
旧
Ｋ

′後
叔
ｏ
長
姜
制
ｐ
通
費
郷
ｅ
網
嬰

。
Ю
二
）
０
姜
Ｎ
旧
姦
副
通
Ｋ

。
Ю
優
後
測

′Ｋ
ｅ
製
興
ｅ
や
Ｎ
余
雑
２

レ
Ｒ

′後
Ю
‘
）
黙
£
≪
粂
煮
構
Ｋ
）
ｏ
↓
せ
叶
蔓

融榊虻鞭馴″御釘製毎い螂縣御岬耐聰榔］岬

。山積
罫翠刷
(中雌
通oe。
■ll。薫Ю
′Ю夏二

粂ぺ車V
製や 。だ
O AJ Ю相

壺:ほ墨
押《摯後
lE押せ旧
Ю期回K
黙V奎」
■ 0酬J
′く弓製e
やせD十
AJ眸測ハ
К遍網e

К
せ
意
凶
細
羅
稚
―

。
Ю

ケ
Ｒ

。
輝
二
）
０
姜
コ
ロ
塁
副
通
Ｋ

ぶ
興
引
祖

‘
轡
全
壼
尽
興
引
ヨ

（目

。
聘
）
率
艦
＝

二
轟
ヽ
通
ぶ
興
引
ヨ

（氏
）
♯
艦
引

（壕
博
）
確
膊

承
毀
ｅ
憔
メ
鰹
冬
膵

率
引
J率
畔傾
・蒻■
串楓R
艦杯郡
引・ポ

鍛
郡
筆

串
引
綱
畔

・
業
艦
引

。
Ｄ
姜
知

く
測
廷
通
尽
興
引
■

士酬鑑帖細

引
Ｊ
畔
゛
長
超
引
撃

鑑よせ
‖経旧
。eK

様氏 0。

期 ′20
さ椰レく
興e釈゛
※黎後で

緊
冬
ｅ
継
製
嶼
ｔ

罫
Ｋ

器
Ｋ

。引
■
往
唱

櫂
駅
ｅ
奉
懸
ｅ
照
Ⅸ
駆
郵
屏
゛
長
瑚

Ｈ
ｅ
劇
Ｋ

′二
辻
押
工
（
知
ｅ
瑚

∞

。朧
響
卿
瑚

ヾ
ム
、
知

′引
撃
Ｎ
博
輝
ｅ
２
レ
代

超 。
2製
レ 9
R受
Op

鵬長
響Ъ
押£
博V
繹ЪJ

e通
2引
レ撃
収e

。鵬
響
押
欄

Ｈ
二
か
細

。製
慕
゛
総
粂
引
撃
せ
在
ヽ
Ｎ

罫
Ｋ ０鵬

響
押
Ⅷ

∞
ヱ
（
知

′引
撃
ｅ
２
レ
Ｒ

恒
像
縣
相

詢Ｎ
コπ

罫
Ｋ

阿
Ｎ
コ
責

罫
降

罫
降

罫
降

虚画
コπ

ハ
心
ヽ
糎
叶

罫
降

罫
Ｋ

簗

匡

幾
像

罫
Ｋ

罫
降

窓
Ｋ

ミ
像

専
網
典
週

枢
眸

洲
典
選
中

Ｈ

枢
叶

颯
典
却
中

銀

瞭
根
Ⅸ
鰹

劇
典
翠
中
∞

黙
丼

網
典
週
中
ヾ

黙
叶

洲
典
翠
中

Ю

調
典
週
中

⑭

憮
眸

洲
典
週
中

ト

憮
眸

洲
典
週
中
∞

憔

翻

―

撻

興

洲
典
週
く
副
　
○

-25-



朧
響
押
希
ｌ
ｅ
期
嬰

ｏ後
К
後
引撃
せ□熙
凛
型硼
剋
融
囀
躾
む
胸
」や

。ｅ
ｐ
役
く
拠
押
博
せ
郵
ハ
ミ
心

世
さ

□
膵
句
ヽ
ト

ハ
心
ヽ
旧
眸

彗
興
理
奢
‘

や

樫

Ъ
長ｔ瞑
越
■胸
∝躙
Ⅷ
訓騨
い
螂
”
沖陣嶼
川胆

弓せ洲典
週
中
Φ
Ｈ
。Ю■
）
ｏ癒
靭睡帥
綱
仲獅

圏
鴻訓岬
駅
」
嶋
型
パ朝鮮
い嘔範
地」由
略
篠嚇

鵜羅
νホ
0ハ
後ハ
Кエ

後疑
引 |

螺 。
劇Ю
本黙
ギ゛
ベペ
0や

朧N
ily典
押週 。

理曇習
旧 ′p
KD細

。製
黙
゛
叫
粂
博
鑑
せ
希
≪
■

。朧
響
押
翻

′旧
Ｋ

ぶ
興
引
壇

即
副
そ

′給
雅
檻
引

即副
′で
′即
♯懸
ｔ

串
引Ｊ畔
′輯卿
琳

騰
引Ｊ畔
′黎懸琳

一嚇撫］帥に『̈
尽
纂
ｅ
継
埋
嶼
ｔ

響
後
刊
撃
Ｎ
で
製
博
■
Ｄ
製
案
脚
臨

粂
引
ポ
劇
鑢
駆
博
ｅ
珂
取
瞑
御
端
型

認
後
輔

∞
ニ
ハ
知

′引
撃
製
察
脚
喘

∞ヱ
か細
′引螺
製眠駒鑑
饗
際釧

Ю二
（コ
′引撃
製∝
御臨
型
糸酬

恒
択
繹
相

罫
降

虚画
コヽ

虚Ａ
コπ

楓
詢Ｎ
コ責

ハ
心
ヽ
旧
眸

罫
降

簗

像
幾
択

縫
像

幾
像
哨
べ
塞

響
樹
典
週

薇
巡
郎
恒

劇
典
週
中

∞
Ｈ

鞍
巡
瑯
他

劇
典
革
中

Ю
Ｈ

憮
叶

薫
典
週
中

ｏ
Ｈ

ぶ
辟

劇
典
週
中

卜
Ｈ

霧
温
Ⅸ
鰹

樹
典
選
中
ｏ
Ｈ

撻
興
ｏ
製
ｅ
ψ
　
⑤

-26-



や

選

駒中岬略」叫呻ｍ］い呻蜘い̈̈
叫ｍ岬」い

撃゛ロ
′卜降

後麦通
哺業製

δ翠曇
es士
ptte
製 ′製
てЪe
樹黙や
せ゛ 。
決で製
像通 0
暉冊長
卿ぶ姜 。
博翠ぺЮ
姜べD■
● ′■p
叶引郷響

崚蛾紺欄榊剛
畑卿
Ｎ頓毎国叫」
静̈』枷嘲螂

。叔
■
）
黙
網
継
瓢
後
よ
椰
Ｋ
ｅ
意
難
鞍
根
枢
駆

器
貯
降
製
氷
鞍
士

器
貯
降
製
ポ
鞍
鮨

器
Ｐ
降
製
ぶ
鞍
士

翼
Ｆ
降
製
ポ
鞍
士

翠
Ｆ
降
製
ボ
狡
鮨

器
Ｆ
降
製
ぶ
瞭
士

器
貯
Ｋ
製
ポ
鞍
士

ぶ
興
引
組

奉
難
蒙
■
Ⅸ
駆

Ｄ
姜

ヽ引
いヽV、

よ
V

器よ
‖熙
理
1霊畔
メ^
駆‖⌒

串
引
喪
根
メ
駆

（収
劇
ｍヽ
ｒ散榊
脚
Ⅷ

（引
ヽ
ヽ
）
女
椰
騰
艦
引

（漱
司
陰冷ｒ散
紳脚
Ⅷ

（引
ヽ
ヽ
）
よ
椰
率
艦
引

（引
ヽ
ヽ
）
ミ
導
器
檻
引

（引
ヽ
ヽ
）
ｔ
部
業
檻
引

（漱司
いいざ散紳製
Ⅷ

ハ
い
ヽ
旧
眸

罫
降

.1:!:!ミ

(
ミ
〓
鯉

や
Ｅ

ミ
配

幾
Ｅ

簗
圧

簗
配

ミ
肛

ミ

肛
ミ
〓

響
撻
興

鞍
＋
Ⅸ
鰹

Ｈ
撻
興
博
聞

罫
降

Ｎ
盤
躙
陣
聞

（Ⅸ
鰹
）

Ｈ
暮
引

メ
駆

Ｎ
評
引

∞
坪
＝

ヾ
評
引

Ю
碁
引

Φ
暮
引

卜
碁
引

∞
碁
＝

ｏ
碁
引

… 27-



尋
優

∞＼
Ｈ

H ∞＼
゛

∞＼
Ｎ

∞＼
Ｎ

∞＼
”

Ю＼
Ｈ

Ю＼
Ｈ

¶
＼
Ｈ

∞＼
Ｈ

¶
＼
Ｈ

Ｎ
＼
Ｈ

H ¶
＼
Ｈ

癒
奪
Ｃ
輝
輝
辻
郡

十
象
″
心
ζ
窯

。
割
製
Ｊ
畔
恒
痙
　
ひ
昴
心
ζ
雑
瑾

十
欲
″
心
ζ
駆
旧
掟
　
ひ
霊
心
ζ
希
貰

割
製
Ｊ
畔
回
超
　
Ъ
ホ
構
礎
口
　
３
霊
心
ζ
構
せ

側
需
ホ
く

キ
欲
″
旧
超
　
キ
欲
″
構
Ｉ
Ъ
ホ

３
昴
心
ζ
希
州
口
超
　
翻
器
ヽ
く

測
需
箪
ホ
ロ
ヽ
ロ

側
羅
Ъ
ホ
ロ
ヽ
ロ

卜
優
押
填
幾
優
口
ヽ
口
　
摯
采
暮
回
静
菫

罫
釆
暮
回
希
墨

率
引
抑
躙
※

ひ
霊
い
ζ
↑
摯
采
暮
回
希
瑾

３
最
小
ζ
↑
摯
※
暮
回
希
瑾

キ
狡
″
心
ζ
婆
腫
仁
　
摯
業
暮
回
雑
瑾

十
狡
″
心
ζ
導
旧
超
　
↑
摯
心
ζ
希
閾

壮
争
“
い
ζ
製
旧
超
　
ひ
亮
心
ζ
↑
摯
采
暮
回
雑
逝

十
徴
″
心
ζ
峯
旧
К
　
３
昴
心
ζ
↑
い
采
暮
回
構
瑾

優
螺

職
ゼ

戦
直

戦
Ц

戦
バ

戦
駆

職
■

戦
α

戦
α

戦
α

職
Ц

戦
ゼ

戦
Ц

職
■

職
α

戦
ゼ

戦
直

和
佃
押
中
禦
Ｊ
畔

和
“
押
中
興
Ｊ
κ

・
囀
椰
佃

和
伸
せ
長
Ъ
£
押
囀
皿
佃

和
佃
押
囀
椰
皿

・
禦
全

引
霙
轟
燎
奎

和
佃
押
禦
さ
姜
和
Ｋ

和
佃
押
中
興
Ｊ
畔

和
゛
押
中
禦
Ｊ
畔

和
佃
押
い
禦
Ｊ
畔

和
伸
押
中
禦
Ｊ
ｋ

ｏ
囀
椰
佃

わ
伸
押
囀
帥
佃

和
佃
押
禦
全
二
祖

和
伸
押
嗽
柵
佃

和
伸
押
興
全
二
佃

和
“
せ
長
年
£
押
興
合
■
■

―
『
劇
ヨ

期・　０＼
Φ“
”
Ю
．ト

興
　
Φ＼
Φ“
”
Ю
．ト

廻
　
Ｏ＼
Φ“
”
Ю
．ト

興
枢
″名
望
　
¶
＼
Φ
“
´
Ｏ
Ｈ

興
　
　
　
∞＼
Ｏ“”
Ю

組
　
Φ＼
∞“
”
Ю
．ト

却
雲
枢
Ｋ
　
　
い＼
Ｏ“
いＯ
Ｈ

Ｊ璽
枢
К　
　
”＼
Φ“
”Ｏ
Ｈ

導
枢二
後
Ｅ　　
¶
＼
卜“
”Ｏ
Ｈ

コ
雲
枢
К
　
　
＼゙
Φ“
”Ｏ
Ｈ

コ雲憔
罫
　　　
Φ＼
Ю“ン
Ю

組
　
Φ＼
Ｏ“
”
Ю
．ト

刹雲憔
答
　　　
Φ＼
Ю“”
ｎ

繰枢
二略
鳳　
　
¶
＼
Φ餡
Ｏ́
Ｈ

コ雲枢悪
　　
０＼
Φ“
”Ｏ
Ｈ

口
駆枢
答　　
０＼
Φ餡
”Ｏ
ｄ

串
艦
引

率
艦
引

率
檻
引

騰
檻
引

騰
場
引

確
艦
引

器
傾
蒻
楓
杯

確
傾
蒻
楓
暮

器
硬
蒻
楓
繹

確
傾
熙
肛
繹

く
黎
引
Ｊ
畔

く
昨
引
Ｊ
畔

く
業
引
綱
畔

く
確
引
Ｊ
畔

く
騰
引
Ｊ
畔

く
確
引
Ｊ
畔

拠
業

国
給

国
給 承

ｍ
即

く郎「
で

く
量

く
給

く
給

く
着

く
蛤

く
着

く
給

く
着

く
蛤

く
蛤

く
給

影
、製
引
祖

封
典
週
中
曽

ヽ ミ

洲
典
翠
中
〓

ミ ミ

網
典
週
中
ヾ

ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ

中
榊

Ｈ
　
…
却

∞ ∞ Ｈ
　
ｉ
Ю

∞ ∞ Ｈ
　
‐
∞

N ∞ ヾ Ю O ト ∞ の 〇

憔

檬

邸

確

引

-28-



辮
苺
優

∞＼
Ｈ

∞＼
Ｈ

Ю
＼
Ｈ

∞
＼
Ｈ

岬
＼
Ｈ

∞＼
Ｈ

H ¶
＼
Ｈ

ヾ
＼
Ｈ

∞＼
Ｈ

∞
＼
Ｈ

∞＼
Ｈ

∞＼
Ｈ

H ヾ
＼
Ｈ

Ю
＼
Ｈ

¶
＼
Ｈ

∞＼
Ｎ

ぎ
奪
ｅ
輝
輝
辻
轟

十
狡
″
い
ζ
婆
旧
仁
　
３
蔓
心
ζ
↑
摯
采
暮
回
疑
菫

十
狡
″
心
ζ
婆
撃
旧
К

「迎
心
ζ
↑
摯
葉
暮
回
稚
閾

十
狡
″
卜
ζ
経
口
超
　
ひ
昴
ヽ
ζ
↑
摯
采
暮
回
稚
瑾

十
象
″
い
く
軽
旧
超
　
ひ
昴
心
ぐ
↑
摯
采
暮
回
積
Ц

３
蔓
い
ζ
↑
摯
采
暮
回
稚
瑾

ひ
最
心
ζ
↑
摯
采
暮
回
希
瑾

測
需
篠
ホ
ロ
ヽ
ロ

十
欲
″
心
ζ
旧
超
　
ひ
昴
心
ζ
↑
摯
采
暮
回
構
墨

ひ
最
心
ζ
↑
摯
采
暮
回
希
墨

十
欲
″
心
ζ
轡
掛
ト
ロ
痙
　
摯
業
暮
回
希
瑾

十
紋

″
い
ζ
轡
掛
ト
ロ
く
超

測
需
心
く

‘
鸞
測
器

卜
優
押
Ъ
ホ
ロ
ヽ
口
せ
稚
野

ひ
埒
ぶ
撫
ｔ
ｅ
郵
ミ
ー
ヽ
せ
稚
く

Ъ
ホ
ロ
ヽ
ロ
ロ
セ
　
摯
采
暮
回
稚
閾

摯
采
暮
回
雑
画

い
采
暮
回
構
瑾

優
撃

戦
α

戦
属

戦
α

戦
Ц

戦
直

職
α

戦
α

戦
α

戦
α

戦
直

戦
α

職
α

戦
可 |

職
α

戦
α

戦
Ц

職
Ц

引

　

農

和
佃
せ
長
年
£
押
興
全
■
虹

和
０
せ
長
年
£
押
囀
皿
佃

郵
゛
２
長
Ъ
£
押
禦
全
二
紅

和
佃
押
囀
酬
皿

和
佃
せ
長
年
£
押
囀
Ⅲ
佃

和
佃
押
禦
台
■
佃

和
φ
押
載
Ⅲ
皿

引
農
姜
燎
軽

●
゛
押
中
禦
Ｊ
畔

和
０
長
年
£
ｖ
句
押
囀
鰤
佃

楓
郎
ｐ
却
蔭

和
φ
押
囀
柵
皿

和
゛
２
長
年
Ｒ
押
禦
さ

郡
ぶ

和
佃
押
囀
柵
佃

●
佃
押
中
興
Ｊ
寒

和
伸
押
囀
皿
佃

和
●
せ
長
年
長
押
禦
台
■
■

需

Ｊ

却
専
枢
蓼
　
　
０＼
Φ“
”
Ｏ
Ｈ

興
　
　
　
∞＼
Ｏ∝
”
Ю

鋼
猥
懇
　
ミ
田
む
Ｈ

鋼
弊
枢
罫
　
　
Φ＼
０“
´
Ｏ
Ｈ

導
枢
名́
思
　
¶
＼
ｏ
餡
”
Ｏ
Ｈ

騨
　
Ｏ＼
０“
”
Ю
．ト

Ｊ雲
憔罫　
０＼
Ю“”
Ю
。∞

口韓
憔雰　
Φ＼
Ю“
”
ｎ
．∞

導
枢
二後
建　　¶
＼
卜“
”
Ｏ
Ｈ

興
　
Φ＼
０“
”
Ю
．ト

コ
駆
米雲
　
Φ＼
Ю“
”
Ю
．い

蝶枢
‘
後
星　
　
岬
＼
卜“
´
Ｏ
Ｈ

導
　
Ｏヽ
Ｏ“
”
Ю
．ト

|

興
　
０＼
０餡
”
Ю
．ト

刹
駆
枢
答　
　
Φ＼
０∝
”
Ｏ
Ｈ

騨紅
二後
建　　¶
＼
０“
”Ｏ
Ｈ

口専憔窓
　
０＼
Ю“
”
Ю
．”

照

興

く
昨
引
Ｊ
畔

く
率
引
Ｊ
畔

く
業
引
Ｊ
畔

く
確
引
Ｊ
畔

く
器
引
Ｊ
畔

く
率
引
Ｊ
畔

く
騰
引
Ｊ
畔

器
檻
引

器
艦
引

離
檻
引

離
艦
引

器
檻
引

率
檻
引

中
Ｒ

く
率
引
綱
畔

率
檻
引

率
檻
引

率
檻
引

岬
率

く

K
く
氏

く
給

く
着

く
給

く
終

ｍ
目

く
着

く
普

く
給 罫

ｍ
即

〔榔
副
寺

| 尽
く
普

く
給

く
給

げ
、製
引
ヨ

ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ

薫
典
週
中
〓

ミ ミ ミ

中
巾

Ｈ
Ｈ
‐
∞

Ｎ
召

Ｈ
　
ｉ
Ｏ

N ∞ ¶ Ю 0 ト ∞ 0 〇 H ∞
Ｈ

Ｈ
　
‥
゛
Ｈ

゛ ∞ ¶

-29-



播
捧
優

∞＼
Ｈ

岬
＼
Ｈ

岬
＼
Ｈ

¶
＼
Ｈ

Φ
＼
Ｈ

H ∞
＼
憫

∞＼
Ｈ

¶
＼
∞

∞
＼
∞

H
: !

H H

轟
奪
ｅ
輝
緊
辻
郡

Ъ
ホ
ロ
ヽ
口
旧
痙
　
摯
乗
暮
回
稚
饉

篠
ホ
ロ
ヽ
口
旧
掟
　
罫
釆
暮
回
構
饉

３
昴
心
く
↑
摯
采
暮
回
稚
饉

疇
采
暮
回
縮
瑾

ひ
昴
心
ζ
↑
摯
采
暮
回
雑
饉

ひ瀞
雌
魯
郎
帥
卜
卸
阻
斑
昴
叶
仏
↑″／い
０
脚
嘲
縮
的

Ъ
ホ
ロ
ヽ
口
旧
く
掟

摯
采
暮
回
稚
墨

摯
采
暮
回
構
画

摯
采
暮
回
稚
瑾

ひ
埒
撫
ｔ
Ｏ
世
ポ

ひ
埒
撫
ｔ
Ｏ
世
ポ

優
撃

職
α

職
Ц

戦
α

職
呵

職
■

職
可

戦
α

戦
α

戦
α

戦
肛

職
α | | | | |

＝
　
　
墾

わ
仙
押
耽
鰤
皿

和
佃
押
囀
Ⅲ
佃

和
伸
押
囀
鰤
皿

和
゛
押
串
興
Ｊ
憔

和
ф
押
キ
禦
Ｊ
憔

椰
牽
和
佃
押
囀
皿
佃

魯
伸
押
禦
全
二
祖

和
φ
押
中
興
Ｊ
寒

和
伸
押
嗽
鰤
佃

郵
伸
押
嗽
皿
佃

和
佃
押
中
興
Ｊ
寒

郡
ポ

和
伸

ｖ
ヽ
押
禦
全
姜
和
Ｋ

和
゛

ｖ
ヽ
押
興
Ｓ
姜
和
Ｋ

| |

羅

Ｊ

コ
駆
枢
答
　
　
Ｏ＼
０“
”
Ｏ
Ｈ

輌
雲
枢
瞥
　
　
Φ＼
Ｏ“
”
Ｏ
Ｈ

熙枢
‘後
鳳　
　
¶
＼
Ｏ餡
”
Ｏ
Ｈ

口
雲
枢
罫　
　
Φ
＼
Φ∝
”
Ｏ
Ｈ

却
駆
枢
罫
　
　
Φ＼
Φ“
”
Ｏ
Ｈ

口駆聰蟄
　∞＼
∞餡”
Ю
。”

口弊
枢窓
　　
Φ＼
卜“
”
Ｏ
Ｈ

却
駆
枢
答　
　
０＼
Φ“
´
Ｏ
Ｈ

組
　
Φ＼
Φ“
”
Ю
．ト

Ｊ
専
枢
罫　
　
Φ＼
Φ“
”
Ｏ
Ｈ

興
　
Φ＼
卜“
”
Ю
．ト

|

謳・　
　
　
∞＼
Φ餡
”
Ю

廻
　
　
　
卜
＼
０“”
Ю

| |

騒

岬

率
檻
引

詐
艦
引

確
檻
引

器
檻
引

率
艦
引

率
艦
引

率
鑑
刊

器
檻
引

率
檻
引

騰
艦
引

器
檻
引

懸
も

菫
膵
η

や
ヽ

口
椰
「

や
ヽ

怒
ぶ

慈
さ

榔
率

く
給

く
給

く
聘

く
な

く
Ｋ

Ｏ
Ｋ

ｍ
彗

ｍ
碧

く
目

く
目

く
目 | | | | |

影
、ヨ
引
祖

ヽ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ

撻
興
理
奢
４

ミ

く
鰹
興

ミ

申
繭

Ю
　
Ｉ
∞
Ｈ

Φ ト ∞ 0 〇 憫
日

∞ ¶
Ｈ

Φ H

！
¶
Ｈ

憫 ∞ ¶

-30-



」
黙ハ
や査
ギ
Ⅸ優
即Ц
廊
暉
　
『辱縦
黎
爆軒囃
嘲け
」峯『倒陶
呻群
降
麟け
れ融
¨
製螂
螂い
い
呻蝉
¨̈
呻
け
け鏃
酬『
脚
『
い
螂
『
』
』
『輻
飩
螂い
悧
　̈

絆
母優

H ∞＼
Ｈ

Ｎ＼
Ｈ

＼゙
Ｈ

さ
華
ｅ
郎
郡
辻
郡

Ъ
ホ
ロ
ヽ
ロ

ひ
埒
懇
畔
　
Ъ
小
口
ヽ
口
　
摯
采
暮
回
静
饉

篠
ホ
ロ
ヽ
口
　
摯
采
暮
回
構
瑾

優
撃 |

戦
瓜

職
ゼ

職
暉

引
　
　
農

|

和
ф
押
中
禦
綱
κ

和
伸
押
中
禦
Ｊ
畔

・
佃

和
０
押
中
興
Ｊ
畔

需

Ｊ
|

Ｋ枢
　　Ｈ＼
Φ”
Ю
．∞

枢
К
　
　
憫＼
Φ”
Ю
。∞

」
撫
　
　
　
Ｈ＼
Юｍ餞
Ю

照

岬
博

業
硬
熙

騰
硬
熙
楓
暮

率
傾
熙

即
器 |

ｍ
騰

く
給

ｍ
着

暮
、製
引
■

Ｎ
撻
興
膊
鵬

ミ ミ ミ

中
榊

Ｈ
　
‐
Ｏ
Ｈ

∞ ∞ ヾ

-31-



.5

各 時 代 の 概 観

1縄 文 時 代

成 果 と 課 題

今回の検 出資料のなかで最も注 目されるものは、 19号住居址出土資料 である。

前期関山式期 の住居址 出土資料 は当地域では貴重な資料である。また、 この住居

址か ら数個体 の土器 と数種の石器のセ ッ トが出土 し、一括資料 として該期千 曲川

流域の研究 にとつて好資料 となることを期待 している。今回は紹介できな いが、

機会をみて必ず紹介することを約束 したい。

2古 墳 時 代

今回検 出された住居址 を加えると四 日市遺跡ではこれまでに 4棟の古墳時代住

居 tlLが確認 された ことになる。過去、A地 区において後期鬼高式期の住居址が 2

棟検出され てお り、今 回も同時期 の住居 fILで あることか ら住居址は散在的ではあ

るが面積 と しては大 きな集落の存在が予想 できる。 A地 区とC地区が集落の縁辺

部だ とする と中央部 は町用地 (平成 6～ 7年度発掘予定)周辺 に求めることが出

来 るかも しれない。余談であるが、隣接す るB地 区において古墳時代の住居址が

現在 2棟確認 されている (平成 7年報告予定 )。 1棟 は鬼高式期の住居址 で石組

みの短 い煙道 をもつ。もう 1棟 はそれよりも若千古 い年代が与 えられる。今 回確

認 された大 きめの住居址か ら検 出された石組みの大型 の煙道 については、現在整

理作業中の境 田遺跡でも 2基検 出されている。該期 の大型の石組みの煙道 は真 田

町周辺での検 出例 を知 らない。両遺跡の例 は共に平 らな安山岩 を使用 し、石 の蓋

があった という点で一致 している。太郎山を隔てた上 田市め宮平遺跡でも古墳時

代後期 の住居址か ら、四 日市遺跡の例よりも若干小型 で砂岩を用いた石組 みの煙

道が検 出されているという (県埋文セ ンター町田勝則氏のご教示による)。 比較

検討は以後 の課題であるが、集 団あるいは集落の領域 といつた点で興味深 い。当

町の事例のみで考 えるな らば、古墳時代後期には神川 を挟んだ両岸に住居づ くり

に関 して同 じ手法 を用 いる集団が存在 していたことが うかがえ、該期の集落構成

-32-



を考える上 で貴重な資料 となろう。

今後、集落 の検討を含めて、住居址の構造 (煙道 )等 につ いて資料の蓄積 を待

つて検討 していきたいと考えて いる。

3平 安 時 代

出土 した土器類 を検 討 した結果、平安時代の集落 に概ね 10世紀代 という年代

を与えた。土師器および黒色土器の出土が多いが、他 に須恵器、軟質須恵器、灰

釉陶器がみ られる。住居 IIL出 土土器 をみる と、土師器 の割合が多 く須恵器 を伴わ

ない住居址 と、黒色土器が多 く軟質須恵器が伴 う住居址があ り、時期差が認 め ら

れる。この ことか ら長期的な集落の存在が予想できる。

今回は 10数基 の遺構 を検 出 したが、なかでも小鍛冶遺構の検 出は重要 であろ

う。炉の形状等か ら平安時代の遺構である と考えている。小鍛冶遺構 は集落 内で

鉄製品の生産が行なわれていた動か しがた い証拠であ り、この地域 においても、

該期に鉄の加工技術が普及 していたことが うかがえる。 こういつた鍛冶関連遺構

は集落の縁辺部に位置する例が多 いとされ、今回の例 も同様 の ことが言えるかも

しれない。今後の調査 の結果 を待ちたい。 これ までに四 日市遺跡では今回の例も

含めて平安時代の鉄製 品が数点 (鎌 1、 紡錘車 1、 かすがい 1、 鉄鏃 4な ど)出
土 している。 これ らが全て集落内で生産 されたのか どうかは不 明ではあるが、生

業に関連 した多種多様 の製品がみられることは興味深 い。

また、集石遺構 につ いては、その性格等 の検討が必要であるが、出土資料 は当

町の既 出資料の中では平安時代最古段階の編年体系 に組み込める資料であ り、注

目されよう。

住居址は全部で 8棟 が確認 されたが、壁 および床面 を失つた住居 IILや 住居 IILと

推定 される遺構が多 く確認 された。遺跡の立地する段丘が南に緩 い傾斜地 となっ

ているため、水田造成 の際に削平 された らしい。そのため、今 回確認 された遺構

の数が必ず しも当時の集落景観 を復元 し得 るものではないと考 える。今後 、隣接

する B地区および D地 区の調査 を控えているが、その結果 を待 つて平安時代の集

落の検討 を行ないたい。
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お わ  り に

今回の発掘調査 は真 田町農業協同組合の施設建設が契機 とな って行なわれた。

折 しも担 当者が着任 して 1lヶ 月 日、県営ほ場整備事業の発掘調査が始 ま り、わ

が真 田町も大規模発掘調査の時代に突入 した時期 に緊急発掘調査 として行なわれ

たものである。そのため、今 回の発掘調査 ではその方法や運営について試行錯誤

がつづ いた。まず、当町において初の民間の事業者負担 の発掘調査であった点で

ある。開発事業者が埋蔵文化財保護 にどこまで理解 を示 して くれるかが この種の

発掘が抱 える一番の問題であろう。幸 いにも今回、真 田町農業協同組合 の全面的

な協力、バ ックアップがあ り、調査 を無事終えることが出来た。 この場 をお借 り

して深 く感謝 したい。

つぎに担 当者サイ ドの問題が挙げられる。今年度、 この四 日市遺跡 C地 区を含

め、 4つ の現場、総面積 20,000ゴ の発掘が予定されて いる。そのためもあって各

遺跡の調査 に十分な時間が取れないことは 自明の理である。なん とかな らな いも

のだろうか と思 いなが らも、 どうにも好転 しない状況 になかばあきらめかけてぃ

ることも事実である。 また、大変恥ずか しい話ではあるが、管理 の不手際で発掘

現場で土器 の盗難 にあった。出た遺物 はその 日のうちに取 り上げるという原則 を

徹底すると共に、埋蔵文化財の重要性 を理解 してもらう努力 を怠 つてはな らない

と感 じた。

しか し、今 回の調査 で明 らか になったことも多 く、その点では成果があった と

自負 している。紙面・ 時間の制約か ら縄文時代の報告 については次の機会 とする

ことをお許 し願 いたい。担 当者不慣れのため、十分な報告 とな らなかった ことを

お詫びする とともに、 日頃叱咤激励 してくださる先輩方に感謝 申し上げて、 この

四 日市遺跡 C地 区発掘調査の一応 の終 了をみたい。

今回の発掘調査ではた くさんの方々のご理解 とご協力 をいただきました。真田

町農業協同組合におかれ ましては、組合長の北島鯨波夫氏の埋蔵文化財に対する

深 いご理解 をいただき、発掘調査 を無事、終 了することが出来 ました。 また、副

参事の清水俊治氏、企画総務課長の若林幸正氏には調査の運営 についてご指導、
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ご協力 をいただきました。今回の調査例 は周辺市町村 のなかでも例 を見な いもの

であ ります。 こころよ り御礼 申 し上げます。

また、現場 においては、作業員の統括、物資の調達 、庶務について岡嶋庄平氏

にご協力 いただきました。おかげで調査担 当者の負担 はかな り軽減 され ま した。

また、氏名 を列記できませんが、お忙 しい春先 に現場 まで足繁 く通 つて くださっ

た作業員の方々がいらっしゃいます。発掘調査 は開発 の一助 を担 うという陰の部

分 と、学習の場である という陽の部分があると思 います。「楽 しかつたよ」 とぃ

うある作業員 さんの言葉、肝 に命 じて精進 した いと思 います。ほん とうにあ りが

とうございました。
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写 真 図 版



四日市遺跡 C地区 写真図版 1

四 日 市 遺 跡 C地 区 全 景
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四日市遺跡 C地区 写真図版 2

パツクホーによる表土除去作業

空中写真用ラジコンヘ リ
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四日市遺跡 C地区 写真図版 3

3号住居址 (縄文前期)完掘状況 (東 から)

3号住居址羽状縄文系深鉢出土状況
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四日市遺跡 C地区 写真図版 4

4号住居址 (平安 )土器出土状況 (西から)

4号住居址 カマ ド土器出土状況 (西 から)
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四日市遺跡 C地区 写真図版 5

4号住居址 カマ ド完掘状況 (西から)

4号住居址黒色土器出土状況
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四日市遺跡 C地区 写真図版 6

4号住居址 ビッ ト1土器出土状況

13号住居址 (古墳 )カ マ ド確認時
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四日市遺跡 C地区 写真図版 7

15号住居址 (古墳)完掘状況 (南から)

15号住居址 カマ ド及び煙道 (手前がカマ ド)
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四日市遺跡 C地 区 写真図版 8

15号住居址カマ ド及び煙道 (側面 )

15号住居址甕出土状況
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17号住居址 (平安)完掘状況 (北か ら)

四日市遺跡 C地区 写真図版 9

同カマ ド鉄鏃出土状況

17号住居址 カマ ド土器出土状況
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四日市遺跡 C地区 写真図版 10

17号住居址第1錮-10土器出土状況

17号住居址土器及び炭化材出土状況
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四日市遺跡 C地区 写真図版 11

19号住居址 (縄文前期 )完掘状況 (東 か ら)

19号住居址炉址
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四日市遺跡 C地区 写真図版 12

19号住居址土器集中部出土状況

19号住居址羽状縄文系土器 出土状況
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四日市遺跡 C地 区 写真図版 13

19号住居址石皿出土状況

19号住居址石皿出土状況
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四日市遺跡C地区 写真図版 14

配石遺構 1(縄文中期 )検出状況 (東 から)

配石遺構 1土器出土状況
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四日市遺跡 C地区 写真図版 15

小鍛冶遺構 (平安 )検出状況 (東 から)

小鍛冶遺構 フイゴ羽 口出土状況
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四日市遺跡 C地区 写真図版 16

稀
彙

一
一■
．̈「̈
一響 ===

集石遺構 (平安 )検出状況 (西 から)

河川址検出状況
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